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入力中のデータベースに対する訂正機能を持つ一括検索方式
A Database Query Method with Correction for Batch Processing during Online Entry 
工藤 司七武田 由衣六石野 正彦m， 五月女 健治榊柿， 片岡 信弘*柿柿
Tsukasa KUDO， Yui TAKEDA， Masahiko ISHINO， Kenji SAOTOME and Nobuhiro KATAOKA 
Abstract: In many mission-critical systems， online entry data are accumulated in their databases and regularly 
processed by batch processing. So， for the efficient system operations， the both have to be executed 
concurrently. And， previous studies have proposed the various kinds of methods to maintain the integrity of the 
query result in batch processing even during online entry. However， in the actual system operations， there is 
incorrect entry data that takes time by being entered . And， it brings up the problem that the integrity of query 
results can't be maintained by the conventional query methods. This paper proposes a query method， by which 
the snapshot of the designated time reflects the corrections entered after the time. And， we show that the query 
result， which has integrity and reflects the correction of error data， can be queried by this method， even while 













































































持は困難である. 従って， パッチ処理では， 最初にデータ
ベースの一貫性確認が行われる.
図1 に会計システムにおける決算処理のデータフロー
の例を示す. 会計情報入力(a) で， 支払依頼や入金などの
様々な会計データがオンライン入力され，承認(b) を経て
会計テーブル(1) に蓄積される. これらの入力・承認は常










下， パッチ検索処理と記 載) をオンライン入力の影響を受
けずに実行できることが必要になる. すなわち，訂正入力












































時区間， すなわち出張期間を， [Ta， Td)はトランザクシヨ
ン時間の時区間，すなわちこの伝票がシステムに存在した
時区間を示す. なお， 時刻はl日単位としている. 4月20
日に1D=001のデータが入力され， 4月21 Sにこのデータ
の金額訂正と，新たに1D=002のデータの入力が行われた
ここで，旅費精算データの集合をD= (d }とし， 有効時間tv
とトランザクション時間ttを指定したとき，
D1 = (dldεD ^ tvε[d[Val， d[Vd])Mtε[d[T，α ] ，  d[Td] )} (1 ) 
なるデータが指定した時間のスナップショットとして検
索される. ここで， d[Va]， d[九]は各々データdにおける
属性九， T.αの値を， í [ ) Jは時間の半開区間を示す.








(1 )の1D=002の出張の有効時間が[4/19，4/20 )であり， 旅
費精算の入力が遅れて4月21日に入力された場合を示す.


















R(K， T.A) (2 ) 
で表現される1 ) 各々の属性を以下に示す.




ID = 302 
変更| ID二302
ID二303一寸 削除
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図4 訂正検索による検索事例
における主キー属性集合を示す.













Q(t) = (qlqεR^q[Tal ::; t M < q[Td]) (3) 




を検索結果とする. 以下で， t1を検索時刻， らを訂正検索
時刻と呼ぶ. なお， 上記の前提から， むくらとなる.
R の訂正検索のリレーションは， 下記の51' 52の和集






51 = {slsεQ(t1)^SεQ(t2)} (4 ) 
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オンライン入力締切y時刻(t=t1) !=t2 オンライン入力 . . ... ... ... 
d之主型車
図5 訂正検索の決算処理への適用事例





52 = {sjs e Q(t1) 八sεQ(t2) ^ヨrεQ(t1) ; r[K] 





ザクション時間t= t1 が検索時刻， t = t2が訂正検索時刻
であり， 図の(1)に示すように入力されていたデータ
ID = 301，302，303のうち ， らまでにID = 302が変更，
ID = 303が削除され， 新たにID = 304が追加される. 図
の(2)にこれらのデータに対する訂正検索の結果を示す.
まず，式(4) によりID = 301が， また， 式(5) により変更






系列での変化を示し， また， オンライン入力の表記マ， T
は図2と同様で、ある. 締切り時刻前に入力されたデータに
対 し て 決 算 の仮処 理 が 行 わ れ ， デ ー タ確 認 の 結 果






























































(b)車両テ - . - -- . ， 、、_， 噌p
ID 異動日 所有者 異動事由 Ta Td (A) (1) (2) 
001 111 軽自太郎 新規登録 1110 now * * 
002 111 廃車次郎 新規登録 1110 now 制ド * 
002 3/31 廃車次郎 廃車 4/20 5/16 
002 4/1 廃車次郎 廃車 5/16 now * 本
003 111 譲渡ニ郎 新規登録 1110 now * * 
003 4/1 購入四郎 購入 4/20 5/16 
004 4/1 新規五郎 新規登録 4/20 now * 1 * 
005 4/1 追加六郎 新規登録 5/16 now 
図 8 異動リスト作成処理における訂正検索
[D 異動日 所有者 異動事由 Ta Td (A) (8) (1) (2) 
001 111 軽自太郎 新規登録 1110 5/16 判ド
002 111 廃車次郎 新規登録 1110 now * * * 
002 3/31 廃車次郎 廃車 4/20 5/16 
002 4/1 廃車次郎 廃車 5/16 now * * 
003 111 譲渡ニ郎 新規登録 1110 5/16 判ド
003 111 購入四郎 新規登録 5/16 now * * 
003 4/1 購入四郎 購入 4/20 5/16 
004 4/1 新規五郎 新規登録 4/20 now * * 



















以下に 4 月 15 日の課税に対する修更正について， 図7
に示した各々の処理におけるパッチ検索処理を示す.なお，






と， 入力などの誤りに対する訂正に分けられた. 図 8 の
(a)に 4 月15 日現在，(b)に5 月16日までの申告による異
動， および訂正を入力した車両テーブルの状態を示す. 車
両テープ、ルで、は， 式(2)のトランザクション時間以外の主
キー属性集合は， K = {若/方家手，男爵β，所芳彦}となる.
なお， 車両番号は図ではíIDJで示し， トランザクション
時間九， Tdは 月日のみを示している.
申告に基づくオンライン入力として，車両番号 00 2 の廃




が追加される.図では，5 月16日に訂正によりlD = 002の
異動日の変更， lD = 003の譲渡の削除が行われている.
異動リストは 4 月16日から5 月15 日までの申告による
異動を記載した帳票である. 従って，検索するデータは訂
正を反映した 4 月16日から5 月15 日までの異動となる.
図 8(b)の(A )禰に 4 月15 日のスナップショット， (1)欄に
検索時刻が5 月15 Sで訂正検索時刻が5 月16日の訂正検
索結果の該当データを示す. また， (2)欄に(1)欄の該当デ
ータのうち 4 月 16 日以降の追加分のデータを示す. (2) 
欄ではlD = 002，003(こ対する5 月16日の訂正が反映され，
かっ5 月16日に入力された異動lD = 005は反映されない.
すなわち， 訂正検索により，異動リストに掲載すべき訂
正を反映した4 月 16日から5 月 15 日までに入力された異
動データが検索できた.
4.2.2統計処理
図7 (2) の統計処理では， 5 月15 日現在の登録車両台
数の統計表を出力する. この時， 4 月 15 日の統計表との
差異が4.2.1 節の異動リストと整合するか確認することで，
データの誤りを検出する. しかし， 4 月 15 日以前の入力
データに対する訂正が発生した場合には，これらが整合し
なくなる.
図9に， 図 8に示す状態から， さらに 4 月1 Sに入力
済で あ っ た デ ー タ の 訂 正 と し て lD = 001の 削 除 ，
lD = 003の変更を行った例を示す. (A )， (1)， (2)欄は図
8 と同様の項目であるが (1)欄は上記の訂正の入力後の状
態となる. (8 )欄 は検索時刻が 4 月 15 S， 訂正検索時刻
60 
が5 月16日の訂正検索の該当データを示す. 4 月15日の
スナップショットの(A)欄 と5 月15日の訂正検索結果( 1)
欄 の 差異は， 異動リストの(2)欄と整合しない. しかし，
4 月15日の訂正検索結果である(3)欄を使用することによ
り. (3)欄と( 1)欄の 差異ID= 002，004を異動リストの(2)
欄に整合させることができた.
4.2. 3課税処理
課税処理では5 月15日時点の税額を計算し. 4 月15日
の課税処理の税額から減額されている場合には還付を，増
額されている場合には追加徴収を行う. 手順としては， 図




図 9の例では，修更正の対象は(A)欄の 4 月 15日現在の
状態と. ( 1)欄の5 月 15日の訂正検索結果の 差異になる.
すなわち. ID = 001は課税取消しによる還付. ID = 002は

























訂正後l ， ， l ， ，トランサゃクション時同士


































民の依頼に基づく. すなわち， 例えば4 月からの口座振替
開始が車両登録の際などに事前に依頼されるため，繁忙期
の入力を避けるためには依頼時点で登録しておく必要が






















実際のシステム運用においても， 訂正検索により 2. 2節





















った. このようなパッチ処理は， 図 12 の(1) に示すよう
に， 業務時間終了後に夜間パッチとして 実行されていた.




が発生する. 例えば， 軽自動車税では課税前の 2 月から 3
月に関係機関や住民の申告が行われ，システムへの入力作
業のピークになる. 業務としては， オンライン入力とパッ
チ処理による確認が繰り返されるが， 従来は図 1 3 の( 1)
に示すようにパッチ処理完了後に次の入力を行う必要が






訂正検索は， 図 4 に示すように検索処理に 実装される
ため，テーフマルやオンライン入力処理の変更は不要だった.
さらに， トランザクション時間を図 10 の形 式で 実装した





where r[T，α] < 5 /16 and r[Td] = now (6) 
また， 実際の業務運用では， 業務によりさまざまな条件
でデータベースを検索する必要がある. これに対しては，





数， および適用割合を表 lに示す. トランザクション時
間による履歴管理を行う必要があるテーブルには追加時
刻Taを付加しこのうち訂正の発生するものに削除時刻Td







No 業務区分 テーブル 数 Ta Td 
(a) 住民情報系 36 32 (89%) 1 8(50 免)
(b) 税関 連 72 58(81%) 31(43%) 1 
(c) 福祉系 40 37(93九) 24 (60 %) 
( d) 内部情報系 63 42 (67%) 8 (1 3%) 
総計 21 1 169 (80 %) 81 (38話)
- 集計結果などの導出データのテーブル
追加時刻を持つテープ、ルは全体の 80 %であり， 訂正検索
の適用割合は 38丸すなわち履歴管理を行うテーブルの約
半 数が対象になった. また， 適用割合は業務の区分により





対する検索方 式の評価を表 2 に示す. 表 2 で rOJは指
定された条件でオンライン入力中に一貫性のある検索が
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